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日頃より本学をお祈りと献金でお支えくだ
さり、誠にありがとうございます。

1976 年、今からちょうど 50 年前、ルー
テル学院は神学部神学科の中に「キリスト教
社会福祉コース」を設置しました。教会の牧
師とキリスト教指導者の養成という枠を超え
た、対人援助を担っていく専門教育の始まり
でした。

今日の AI に代表されるテクノロジーの目
覚ましい発展には目を丸くするばかりです
が、この 50 年間を振り返ると、こうした科
学技術の進展が私たちの生活も、人間関係の
あり方も大きく変えてきたように思います。

昨今の少子化の影響により、ルーテル学院大学と
大学院は学生募集を停止し、2026 年度は約 80 名
の学生が在籍予定、神学校は今年度、新入生はな
く、4 名の神学生が在学していると聞きました。大
変厳しい状況のなかで、在学生を卒業までフォロー
していくこと、大学を閉じる作業をしていくことは、
少ない職員の精神的負担も大きいことと思います。

私は、長年勤務していた小学校を定年退職後、
神学校で学び、昨年 3 月に按手を受けました。

なりましたが、人間といのち、世界の理解を
深め、援助の専門性へ貢献する研究教育の使
命はますます重要なものになっていると思う
のです。たとえ形が変わっても、新しい時代
に向けて、何が必要で、何ができるのか。今
だからこそ、改めて本学が担ってきた使命の
意義を考え、次世代に繋いでいく新しい方法
とカタチを見出していきたいと思っていま
す。皆様のご支援にお応えするためにも今の
責任をしっかりと果たしつつ、将来へ向けた
歩みを許される限り続けていきたいのです。

引き続き、お祈りとお支えをよろしくお願
い申し上げます。

現在、私は長崎県の離
島・対馬市で市議会議員
として活動する傍ら、障
がい者福祉の現場（放課
後等デイサービス）に携
わっています。

ルーテル学院大学では、人の温かみや人と
人とのつながりを実感する学生生活を送ると
ともに、声なき声に寄り添い、その意思決定
を支えること、そして代弁者としての役割の
重要性を学びました。

卒業後は市直営の地域包括支援センターに
勤務し、人口減少や医療・福祉資源の不足な
どの課題を抱える地域において、高齢者住民

以前は諦めざるを得なかった病気にも、新
しい治療の道がひらけてきたことも含めて、
私たちは現代の科学・医療の技術革新の恩恵
に与っているわけです。便利で快適、命が守
られる現代世界を、確かに私たちは享受して
いるのかもしれません。それでも、戦争も災
害も後をたたず、格差社会の中で弱くされた
人々や周縁に追いやられていく人々が絶えな
いこともまた事実です。社会福祉や臨床心理
に限らず、対人援助の領域ではますますその
必要性が高まり、働き人が求められていま
す。

本学は大学としての形を失っていくことに

への支援に取り組んでまいりました。
その経験をベースに、現在は対馬市で届き

にくい声をしっかりと行政に届けるべく、市
議会議員として市政に働きかけています。ま
た、昨年より長崎県社会福祉士会の理事の拝
命を受け、災害時の福祉支援にも力を入れて
いるところです。

ルーテルで培った対人援助の姿勢とアドボカ
シーの精神を大切にしながら、これからも地域
で暮らす方々に向き合いつづけてまいります。

離島という地理的な制約があり、皆様と直
接お会いする機会は多くありませんが、今後
とも在校生や教職員の方々へ温かいご支援を
いただけますと幸いです。

2021 年 4 月、コロナ禍で緊急事態宣言が出
され、家庭礼拝になった。大学は経営難。こんな
時に何かできないか、献金箱の設置を思いついた。
教会員の大工 F さんに快諾いただき、杉の献金箱
が 1 個 1 個心をこめて作られた。

シオン教会の各礼拝所を皮切りに、「2022 年
るうてる秋の大会」から西中国地区各教会に設置
していただくことになった。

2000 年頃より西中国地区でルーテル神学校の夏
期伝道研修が行われた。神学生が教会に寝泊まりし
ながら、礼拝奉仕や教会員との交流、ある時は台風
被害の補修作業などに励んだ。この印象が西中国 

地区には深く刻まれ、神学校に親しみを感じている。
振込用紙を用いての献金にハードルを感じる

高齢者も多い。いつでもワンコインで献金できる
手軽さ、愛するルーテル学院大学・神学校を少し
でも応援できたらと、皆願っている。

今週も、教会の玄関をくぐると、手づくりの献
金箱が出迎えてくれる。

地 区 だ よ り 全国の教会でルーテル学院を支えます

ルーテル学院のこれからの歩みに向かってルーテル学院のこれからの歩みに向かって
ルーテル学院大学 学長　石居  基夫

ルーテルで培った心は、長崎の離島でも
� 総合人間学部 人間福祉心理学科 地域福祉開発コース 卒業　針谷  広己

社会で活躍中のルーテル卒業生

手づくりの献金箱
� 日本福音ルーテルシオン教会　平岡  博

東京生まれ、東京育ちの私が、福岡の地で、3 つの教会に遣わされて 1年が
経ちました。どの教会も信徒の高齢化、減少は深刻です。特に車社会の地域で
は、免許証の返納 = 教会に行かれないということになり、教会に来られなくなっ
た方もいらっしゃいます。牧師の身体は一つですから、3 つの教会を任されてい
ても、一つの教会でできることは三分の一でしかありません。しかしそのような
状況になると、信徒の方々が、自分たちが何とかしなければと積極的に動いてく
ださり、後援会への寄付についても折に触れて呼び掛けてくださっています。
「四方から苦しめられても行き詰まらず、途方に暮れても失望せず（Ⅱコリ

ント 4：8）」主は必ず相応しい道を備えてくださいます。

後援会を応援します！
� 日本福音ルーテル久留米教会・田主丸教会・二日市教会
� 牧師　大和  友子

2026年度 募金目標額　2,000万円 ルーテル学院への献金は
寄付金控除の対象です

■�7月1日～8月1日　古本募金「チャリボン」�
寄付金300円上乗せキャンペーン

■�三鷹市への「ふるさと納税」で�
ルーテル学院を応援できます

1982 年より教会世話
人、2005 年より世話人
代表を務めさせていただ
きました。この 43 年間
の年月は私の人生の半分
に相当します。この間に

多くの方々からいただいたご指導とご協力
に感謝いたします。

数年前から自分の高齢化による体力の衰え
を感じ、後任の世話人代表の声掛けをしてき
ました。そんなときに秋田義彦氏（大垣教会）
が快く引き受けてくださいましたこと、安堵し
深く感謝いたします。

退任にあたって強く感じることは、退職牧師

の人数に対して、新入学生が少ないことです。
礼拝出席者の減少、牧師の業務負荷などを
考えると、教会の将来が心配です。全教会
の参加で信徒が一体となって学生を送り出す
ことが最も必要であり、教会の信徒がいつも
牧師志願者を送り出す思いで祈る環境が必要
と考えます。そのために毎年ポスターと記録
用紙を配布し、記録用紙の回収で次年度の計
画を推進する。これは継続を基本とする。退
任をする者がと思われますが、書きました。

長期間ほんとうにありがとうございまし
た。

退任のご挨拶
� 日本福音ルーテル名古屋めぐみ教会　太田  三男

地区世話人代表の交代


